
時間割コード 開講年度

担当教員授業題目

英文授業名 　

単位数 講義期間 曜日・時限 対象学生

講義室 授業形態 遠隔授業科目 備考

信大コンピテンシー

G2B41204 2026

グローバルコミュニケーション論B 仙石　祐

Global Communication B 　

2 後期 月曜･５時限 全

共通教育４３講義室 講義

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
大学ＤＰ

学士の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力 ・グローバル社会で必須とされる異文化コミュニケーションに
ついての理論を学ぶとともに，言語と文化が違う人たちとその
実践をすることができる．
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

地域運営、多文化協働、キャリア

(3)全学横断特別
教育プログラム

グローバルコア人材養成コース ・ ＢＡＳＩＣ(国際共修)

(4)授業の概要 本授業は国内学生と留学生が協働しながら学び合う「国際共修授業」であり，使用言語は日本語である
．教員は基礎的な知識や参考資料の提示にとどめ，履修者によるグループワークやディスカッションの
場を多く設け，アクティブラーニングの要素を重視する．本授業では，異文化コミュニケーションの様
々なトピックを取り上げ，その理論を学ぶとともに，教室内でその実践を行う．また有益な話題を提供
してくれる，現場での実務経験がある外部スピーカーによる講演も予定している．

(5)授業のキーワ
ード

異文化コミュニケーション，異文化理解，留学，海外でのキャリア，グローバル，国際共修，留学生，
グループワーク，COIL, 実務経験

(6)授業計画 ①ガイダンス
②異文化理解の基礎知識
③文化とは何だろう
④異文化適応のプロセス
⑤異文化コミュニケーションの阻害要因
⑥自己分析のスキル
⑦日本語・文化とコミュニケーションの特徴
⑧非言語コミュニケーションスキル
⑨ゲストスピーカー
⑩言語コミュニケーション
⑪カルチャーマップ
⑫異文化障壁の受け入れ法
⑬異文化理解トレーニング・シミュレーション
⑭新しいアイデンティティの確立
⑮まとめ，授業アンケート（最後の15分で実施）

なお授業の進行状況により内容は変更することがある．課題の締め切りは授業内で示す．

(7)成績評価の方
法

グループワークの成果物（30点）
グループワークやディスカッションへの貢献（30点）
毎回の授業でのミニエッセイ（30点）
授業で扱ったテーマを1つ選んでのミニレポート（10点）

(8)成績評価の基
準

グループワークの成果物では，教員による講義を踏まえたうえで，グループメンバーどうしの積極的な
コミュニケーションに基いた成果物ができたかを評価する．グループワークやディスカッションへの参
加では，積極的に意義のある発言をして，有機的に議論に参加できたかを評価する．ミニエッセイでは
，毎回の授業で学んだこと及び考えたことを，深みを持って的確に表現できたかを評価する．ミニレポ
ートでは，授業で扱ったテーマを1つ取り上げる．以上各成績評価において，1. 問題の設定が適切であ
り，2. その問題背景を理解できており，3. その問題にどのような課題があるかを指摘できており，4. 
それらの課題に対して既存学説が提示する解決法を適切に把握できており，5. その上で自分の見解を提
示できており，かつ教員を感心させるレベルにあれば「卓越している」という表現基準において，上記
1から3の3項目まで満たせば「標準」，4項目まで満たすと「やや上」，5項目全て満たしたときは「かな
り上」または「卓越」と判定する．

(9)事前事後学習
の内容

指定されたテーマについて，各自（各グループ）が文献やインターネット上のウェブサイトを調べ，グ
ループワークの準備をする．グループワークの後は，各自授業内で毎回ミニエッセイを書いてもらう．

【2単位】60時間以上の時間外学習が必要となります．

(10)履修上の注意 グループワークの準備が指示された場合は，授業に参加する前に十分な質と量の学習を行うこと．授業
に20分以上遅刻した場合は欠席とみなす．

(11)質問,相談へ
の対応

授業後に随時行う．またメール（sengoku@shinshu-u.ac.jp）での質問・相談や，アポイントメントを取
ったうえでの研究室訪問も歓迎する．

(12)授業への出席 全ての回に出席することを前提とする．



(13)授業に出席で
きない場合の学
修の補充

「学修の補充の対象とする事由」により出席できない場合は，共通教育履修案内に掲載されている方法
により補充を受けるための申請をおこなってください．

【教科書】 使用する（現在出版準備中）

【参考書】 授業のたびに指示する


